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日高南部森林管理署
署長　花 木 健 英

～
つ
い
つ
い
杯
を
重
ね
る
反
省
の
日
々
～

地
に
爪
跡
を
い
か
に
残
す
か

　

着
任
し
て
七
ヶ
月

　

日
高
山
脈
の
南
西
側
の
国
有

林
約
十
四
万
㌶
を
管
轄
す
る
日

高
南
部
森
林
管
理
署
に
着
任
し

て
早
七
カ
月
。
太
平
洋
側
は
温

暖
で
暖
か
い
と
の
一
般
的
な
先

入
観
を
持
っ
て
い
た
私
に
と
っ

て
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
も
ク
ー
ラ
ー

も
海
水
浴
も
全
く
無
縁
だ
っ
た

の
は
少
々
驚
き
で
し
た
。

　

馬
…
馬
…
馬
…
馬
！

　

当
署
の
管
轄
区
域
は
、
日
高

町
、
新
冠
町
、
新
ひ
だ
か
町
、

浦
河
町
、
様
似
町
、
え
り
も
町

の
六
町
に
ま
た
が
り
、
管
内
を

走
る
国
道
二
三
五
号
は
「
優
駿

浪
漫
街
道
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ

て
お
り
、
車
窓
に
広
が
る
の
は

軽
種
馬
牧
場
…
馬
…
馬
…
馬
…

ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
地
の
常
識

　

彼
ら
の
晴
れ
舞
台
「
競
馬
」

は
一
部
の
方
達
の
楽
し
み
と
ば

か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日

高
管
内
で
は
地
域
産
業
で
あ

り
、住
民
生
活
に
も
深
く
密
着
、

当
然
行
政
と
の
係
わ
り
も
大
き

く
、
地
域
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
上
で

も
、
多
種
多
様
の
「
こ
の
地
の

常
識
」
は
必
要
で
す
。

　

今
年
六
月
、
浦
河
町
役
場
に

は
「
祝
・
デ
ィ
ー
プ
ス
カ
イ
日

本
ダ
ー
ビ
ー
優
勝
」、
ま
た
、

新
ひ
だ
か
町
役
場
に
は
「
祝
・

ウ
オ
ッ
カ
安
田
記
念
優
勝
」
と

い
う
大
き
な
垂
れ
幕
が
掲
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

道
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
に
紹

介
す
る
ほ
ど
驚
い

た
の
は
私
く
ら
い

で
、
地
元
で
は
全

く
常
識
的
な
事
。

ま
た
、
ウ
オ
ッ
カ

と
い
う
馬
が
昨
年

の
ダ
ー
ビ
ー
馬

で
、
生
産
さ
れ
た
牧
場
が
署
の

す
ぐ
近
く
に
あ
る
こ
と
も
…
。

　

十
月
に
は
道
営
競
馬
が
門
別

競
馬
場
で
開
催
さ
れ
、
貸
切
バ

ス
の
運
行
が
あ
り
、
盛
況
だ
っ

た
と
の
こ
と
。
地
域
の
主
要
産

業
で
あ
る
軽
種
馬
産
業
の
活
性

化
は
重
要
な
問
題
で
す
。

　

国
有
林
と
牧
場

　

一
方
、
国
有
林
野
事
業
に
は

隣
接
地
が
牧
場
と
い
う
の
は
地

域
管
理
経
営
計
画
を
立
て
る
上

で
大
変
重
要
な
事
項
で
す
。

　

こ
れ
は
、
造
材
作
業
の
実
施

時
期
が
、
馬
の
妊
娠
、
出
産
な

ど
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
る
た

め
で
、
立
木
販
売
個
所
の
立
地

条
件
が
価
格
に
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

第
四
次
地
域
管
理
経
営
計
画

の
樹
立
に
向
け
て
一
日
も
早
く

常
識
を
身
に
つ
け
ね
ば
と
焦
る

気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、
ア
ッ
と

い
う
間
に
季
節
が
替
わ
っ
て
し

ま
う
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
行
け

な
い
こ
と
に
苛
立
ち
、
つ
い
つ

い
杯
を
重
ね
る
毎
日
が
反
省
の

日
々
で
す
。

 日高町植樹祭は、門別競馬
場の隣接地で開催され、私も
クワを持ち苗木を植え付けま
した。

早春の日高山脈




